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ぼく、絵本大好き！
    （登米市絵本原画展）
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す
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受
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し
て
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さ
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▼
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所
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載
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て
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よ
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、
総
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所
で
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請
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続
き
が
必
要
で
す


新
し
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隔
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保
険
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証
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望
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別
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で
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
学
生
用
の
被
保
険
者
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を
持
っ

て
い
る
人
で
、
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辞
め
た
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変
わ
っ
た
り
し
た
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は
、
新
し
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被
保
険
者
証
と
印
鑑
（
学
校
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変

わ
っ
た
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は
在
学
証
明
書
）
を
持

参
し
、
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
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
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会
保
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ど
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あ
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速
や
か
に
総
合
支
所
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民
福
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手
続
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て
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。
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の
際
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は
、
社
会
保
険
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入
、

ま
た
は
離
脱
し
た
こ
と
が
分
か
る

書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
注
意
＝

・

の
申
請
、
手
続

き
を
す
る
際
、
申
請
者
は
原
則
と

し
て
世
帯
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
世
帯
主
か
ら
の
委
任
状

が
あ
れ
ば
、
世
帯
主
以
外
の
人
も

申
請
で
き
ま
す
。
ま
た
、
申
請
す

る
人
が
本
人
か
ど
う
か
確
認
で
き

る
書
類
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提
示
し
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
免
許
証
な
ど
を
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
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乳幼児医療費助成
手続きのお知らせ

　市では、小学校就学前のお子さんを対象に乳幼児医療費

助成を行っています。

　助成を受けようとする人は、９月中に「乳幼児医療費受

給資格更新申請書」を提出する必要があります。

　個別に案内をしていますので、受付日時などを確認の上、

手続きをしてください。

■平成１９年度更新対象者

　平成１９年１０月１日現在で満３歳の幼児

　（平成１５年１０月１日～平成１６年９月３０日生まれの人）

■更新手続きに必要なもの

　乳幼児医療費受給資格更新申請書

　　（事前に登録内容を記載してありますので、確認の上、

　　新しい内容を記入してください）

　乳幼児医療費受給者証　　印鑑　　健康保険証

■問い合わせ　市民生活部保険医療課　医療係

　　　　　　　緯 0220（58）2166
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「資源ごみ」と「ごみ」の分別にご協力を！

「資源ごみ」が「ごみ」として出されています。

限りある資源の有効活用、ごみの減量化のため、分別にご協力をお願いします。

　４月から、資源ごみの８品目（缶類、ビン類、ペットボトル、布類、新聞、雑誌・古本類、ダンボール、紙

パック）に「プラスチック製ボトル容器」「スプレー缶」の２品目を追加しました。決められた日に地域のリサ

イクルステーションへ分別して出すように心掛けましょう。

プラスチック製ボトル容器 スプレー缶

【出し方】

　 ▼中身を使い切って軽く水洗いをし、キャップ、ポン

　プ類は外して「もやせるごみ」へ

　 ▼プラスチック製ボトル容器専用のコンテナに出す

【対象となるボトル容器】

　 ▼台所用品（油ものを除く）

　 ▼風呂、トイレ用品

　 ▼洗面所、化粧用品

【出せないもの】

　 ▼農薬などの劇薬入り

　ボトル容器

　 ▼カップめん、プリン

　などの容器

【出し方】

　 ▼ガスを完全に抜いてから、屋外の風通しの良いとこ

　ろで穴を開ける

　 ▼キャップと噴射口のプラスチックは、外して「もや

　せるごみ」へ

　 ▼スプレー缶専用のコンテナに出す

　スプレー缶に穴を開けないで「もやせないごみ」に出

すと、収集車両の火災原因になります。必ず穴を開けて

から出しましょう。

▼

ボトルの裏
底に一本の線
が入っている
容器のみ対象

注注 意意

【問い合わせ】　環境事業所クリーンセンター　緯 0225（76）0102　・　各総合支所地域生活課　地域係

▲このマーク
が目印です

プレ仙台・宮プレ仙台・宮城城
デスティネーションキャンペーデスティネーションキャンペーンン

　「美味し国　伊達な旅」をキャッチフレーズにして、平成２０年１０月から１２月

まで「仙台・宮城デスティネーションキャンペーン」が開催されます。「デス

ティネーションキャンペーン」とは、県内の自治体とＪＲが連携して実施す

る大型観光キャンペーンです。これに先立ち今年の１０月から１２月にプレキャ

ンペーンとして、本番に向けた試行や宣伝、プロモーション活動が県内各地

で展開されます。

　市での取り組み内容についての検討は、観光関係者や行政機関で構成する

「仙台・宮城デスティネーションキャンペーン登米地域部会」が中心となって

行っており、期間中には特別企画イベントや道の駅・物産館スタンプラリー

などが計画されています。

　また、訪れる観光客を「おもてなしの心」で迎えるため、観光関係者の研

修会も開催する予定です。

　デスティネーションキャンペーンの取り組みについては、今後も広報で随

時紹介していきます。

【問い合わせ】　産業経済部商工観光課　観光物産係　緯 0220（34）2734

隔隔

▼▼
10～
１２月
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　宮城県沖を震源とする大規模地震が、近い将来高い確率で再来するといわれています。

　市では、お住まいの木造住宅が倒壊するなどの被害を軽減し、安全性を高めるために、耐震診断などの助成

事業を実施しています。申し込みは、各総合支所地域生活課産業建設係で受け付けしています。
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市が支援する耐震改修事業の一覧

生け垣などの設置ブロック塀などの撤去耐震補強工事耐　震　診　断区　分

危険なブロック塀などの
撤去に伴う新たな塀の設
置工事に対し、その費用
の一部を補助する

倒壊の恐れがある危険なブロッ
ク塀などを取り壊す場合、その
費用の一部を補助する

壁や基礎の補強、腐食部分の改
良などを行うことによって、地
震に対する安全性を高める工事
に対し、費用の一部を補助する

専門家による木造住宅の
耐震度合いの診断に対し、
費用の一部を補助する

事業 の概要

危険なブロック塀など
の撤去跡地への軽量な塀
の設置工事
高さ１ｍ以上の苗木を
50cm以下の間隔で設置
高さ60cm以上のフェン
スや板塀の設置

スクールゾーン内の通学路な
どの路面からの高さが１ｍ以上
（擁壁上の場合は60cm以上）
平成１４・１５年度実態調査の判
定結果が「Ｄ・Ｅ」
一部撤去の場合は、道路から
の高さを50cm以下に改修する
場合

耐震精密診断または耐震診断の
総合評点が１．０未満の住宅で、
改修工事完了後の総合評点が
１．０以上となる工事

昭和５６年５月３１日以前
に着工した住宅

戸建ての木造住宅

過去に「耐震精密診断」
などを受けていないこと

補 助 対 象

200㎡以下の場合
144,000円

経 費

補助率＝１/３
上限＝100,000円

補助額＝4,000円/㎡
上限＝150,000円

補助率＝１/３
上限＝300,000円

136,000円補 助 額

200㎡以下の場合
8,000円

個 人 負 担

平成１９年１２月２５日（火）申 込 期 限

建設部建築住宅課（中田庁舎内）または各総合支所地域生活課産業建設係にある申込用紙で申し込みしてください。申 込 方 法

建設部建築住宅課　住宅管理係　緯 ０２２０（３４）２３１６問い 合 わせ

（注）建物などの状況によって、耐震改修経費や個人負担額に違いが出る場合もありますので、ご注意ください。

市スポーツまつり参加者・ボランティア募集

　市のスポーツ振興を支える関係団体が主体となって、スポーツまつりを実施します。

多くの皆さんの参加をお待ちしています。

　また、当日の運営を手伝ってもらえるスタッフを募集しています。

スポーツまつり参加者募集

【日時】　１０月２１日（日）午前９時３０分～

　　　　※受け付けは午前８時４５分～

【場所】　中田総合体育館および周辺体育施設

【内容】

　 ▼ニュースポーツ・スタンプラリー（小学生）⇒キン

　ボール、ユニカール、バドミントン、サッカーなどの

　体験

　 ▼さわやかウオーキング教室（一般）⇒スポーツの実

　技と講話

　 ▼ミニゲーム大会（小学校低学年）⇒ドッチビー、ユ

　ニカール、サッカーなどのミニゲーム

　 ▼介護予防教室（４０歳以上）

▼親子ふれあいコーナー（幼稚園児・小学校低学年と

　その保護者）

▼スポーツ栄養学セミナー（保護者・指導者など）

▼体力・運動能力調査（一般）

ボランティア募集

【活動内容】　受付や会場誘導、環境整備など

【参加資格】　１５歳以上（中学生不可）

【募集人員】　若干名

・共通事項

【申込方法】　電話

【申込期限】　１０月１２日（金）

【その他】　詳細については、電話で問い合わせ願います。

【申し込み・問い合わせ】

　教育委員会体育振興課　体育振興係

　緯 0220（34）2649
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第22第22回回

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフマママママママママママママママママママママママママママママママママラララララララララララララララララララララララララララララララララソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募カッパハーフマラソン参加者募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

参加資格種目№参加資格種目№参加資格種目№

中学生女子3 ㎞２１40～49歳男子10 ㎞１１登記登録者※男子ハーフ１

小学生男子（１～２年生）2 ㎞２２50～59歳男子10 ㎞１２登記登録者※女子ハーフ２

小学生女子（１～２年生）2 ㎞２３60歳以上男子10 ㎞１３登記登録者※男子10 ㎞３

小学生男子（３～４年生）2 ㎞２４高校生以上～３９歳女子10 ㎞１４登記登録者※女子10 ㎞４

小学生女子（３～４年生）2 ㎞２５40歳以上女子10 ㎞１５高校生以上～２９歳男子ハーフ５

小学生男子（５～６年生）2 ㎞２６高校生以上～３９歳男子5 ㎞１６30歳～44歳男子ハーフ６

小学生女子（５～６年生）2 ㎞２７40歳以上男子5 ㎞１７45歳以上男子ハーフ７

親子ペア（子は小学生以下）2 ㎞２８高校生以上～３９歳女子5 ㎞１８高校生以上～３９歳女子ハーフ８

※登記登録者＝都道府県陸上競技協会を通じ
て陸連に登記登録している人。

40歳以上女子5 ㎞１９40歳以上女子ハーフ9

中学生男子3 ㎞２０高校生以上～３９歳男子10 ㎞１０

登米総合体育館「とよま蔵ジアム登米総合体育館「とよま蔵ジアム」」

1111月月 2255日日（（日）《雨天決行》 午前9時40分スター日）《雨天決行》　午前9時40分スタートト

健康に自信のあるアマチュア競技者

一　般　　　　3,000円

高校生　　　　2,000円

中学生以下　　1,500円

親子ペア　　　4,000円

10月２５日（木）　当日消印有効

　登米総合体育館に備え付けの申込書（郵便振替用紙）

に必要事項を記入し、参加料を添えて直接または最寄り

の郵便局の窓口で申し込んでください。

カッパマラソン実行委員会（登米総合体育館内）

緯 0220（53）1155

【スタッフの仕事】

　◆走路審判員：マラソンコースの交差点で選手と一般の人を安全に誘導する仕事

　◆給水係：コース上に設置している給水ポイントで、選手用の水などを準備する仕事

　◆完走証配布係：完走した選手に完走証を手渡す仕事

【時間】　午前７時～正午を予定しています。

【応募資格】　１８歳～６０歳までの人

【申込方法】　電話で申し込みください。

【申込締切】　１０月２５日（木）

【その他】　スタッフになった人には、昼食を用意します。

【申し込み・問い合わせ】

　カッパマラソン実行委員会（登米総合体育館内）

　緯 0220（53）1155

申込締切

参 加 料

参加資格

開催日時

会　　場

種目および参加資格

申込方法

カッパハーフマラソン「ボランティアスタッフ」を募集します！

申し込み・問い合わせ



Tome 6

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
るる

教
育
相

教
育
相
談談

　
市
教
育
研
究
所
で
は
、
不
登

校
・
い
じ
め
な
ど
の
子
ど
も
に
か

か
わ
る
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
の

た
め
に
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
配
置
し
て
教
育
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
電
話
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】

　
▼
　
月
１
日
（
月
）
、
９
日
（
火
）
、

１０

　
　
日
（
月
）、
　

日
（
月
）

２２

２９

　
▼
　
月
５
日
（
月
）、　
日
（
月
）、

１１

１２

　
　
日
（
月
）

２６

早川　 優  生 ちゃん
ゆ い

（米山町新町・嘉一さん）

新田　 和  希 くん
かず き

（米山町新田・公和さん）

佐々木 歩  乃  佳 ちゃん
ほ の か

（南方町須崎・孝文さん）

加藤　 颯 くん
はやて

（米山町猪込・智行さん）

大山　 翔 
しょう

 太 くん
た

（津山町元町第二区・豪さん）

髙橋　 祐  光 くん
よし てる

（南方町柳沢・悟さん）

塚本　 雄  也 くん
ゆう や

（登米町金谷・博章さん）

日下　 綾  乃 ちゃん
あや の

（南方町狼掛・英二さん）

岩渕　 柊 
しゅう

 太 くん
た

（豊里町下町・貴博さん）

佐々木 亮 
りょう

 太 くん
た

（豊里町長根・昌典さん）

永浦　 暖  人 くん
はる と

（豊里町長根・傑さん）

中沢　 琢  磨 くん
たく ま

（豊里町新町・勝浩さん）

※（　）内には申し出があった保護者の名前を掲載しています。

８月２ １日の
３歳児健診（３歳
６カ月～７カ月児）で
むし歯がなかった子は、
市内５地区で

２ ５人中１ ２ 人でした

指定管理者公募のお知らせ

　次の施設を管理運営する指定管理者となる団体を募

集しています（個人は応募できません）。

◆施設の名称：とよま有機センター

◆指定期間（予定）

　平成２０年１月１日～平成２４年３月３１日

　（５年間<４年３カ月>）

【募集・申請期限】　１０月１９日（金）

【募集要項・申請書の配布場所】

　産業経済部畜産課（中田庁舎２階）

【選定方法など】　選定委員会において、書類審査やヒ

アリング審査などを行い、施設の管理運営を行うに最

も適した団体を指定管理者の候補者として選定します。

　その後、市議会の議決を経て、指定管理者に指定し

ます。

【申し込み・問い合わせ】

　産業経済部畜産課　環境整備係

　緯 0220（34）2706

　
▼
　
月
３
日
（
月
）、
　
日
（
月
）

１２

１０

　
※
１
月
以
降
に
つ
い
て
は
、
後

　
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
時
間
】
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

　
４
時
　
分
の
う
ち
　
分
～
　
分

２０

３０

５０

　
程
度

【
場
所
】
　
市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

　
２
階
教
育
相
談
室

【
相
談
方
法
】
　
面
接
、
電
話

　
※
い
ず
れ
の
場
合
で
も
予
約
が

　
必
要
で
す
（
月
曜
～
金
曜
日
の

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
）
。

３０

【
相
談
専
用
電
話
】

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
８
１
２
５

２２

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

　
市
教
育
研
究
所

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
８
０
２
９

２２
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纂
８
月
　
日
付

３１

【
総
務
部
】　
▼
防
災
課
長
＝
成
澤

裕
史

【
医
療
局
】
　
▼
佐
沼
病
院
診
療
部

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
長
兼
医

療
局
技
術
参
事〔
医
療
政
策
担
当
〕

＝
仲
田
勲
生
▼
同
診
療
部
産
婦
人

科
長
＝
吉
田
祐
司
▼
登
米
病
院
看

護
部
准
看
護
師
＝
浜
田
真
弓

【
教
育
委
員
会
】
　
▼
登
米
事
務
所

長
兼
登
米
公
民
館
長
兼
登
米
図
書

館
長
兼
登
米
総
合
体
育
館
長
兼
登

米
武
道
館
長
兼
登
米
総
合
運
動
公

園
所
長
＝
佐
々
木
す
ま

職
員
人
事
異
動

退
職
　
　
　

異
動
　
　
　
（
　
）
は
前
職

纂
９
月
１
日
付

【
総
務
部
】　
▼
防
災
課
長
＝
村
上

昭
一（
総
務
部
防
災
課
副
参
事〔
危

機
対
策
担
当
〕）

【
教
育
委
員
会
】　
▼
登
米
事
務
所

長
兼
登
米
公
民
館
長
兼
登
米
図
書

館
長
兼
登
米
総
合
体
育
館
長
兼
登

米
武
道
館
長
兼
登
米
総
合
運
動
公

園
所
長
＝
山
根
保
幸
（
総
務
部
税

務
課
副
参
事
〔
徴
収
対
策
担
当
〕）

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ

ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
被
告
人
が
有

罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合
は
ど

の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
裁
判
官

と
一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
、

平
成
　
年
５
月
ま
で
に
ス
タ
ー
ト

２１

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
裁
判
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て

選
ば
れ
る
の
で
す
か
。

Ａ
　
　
歳
以
上
の
有
権
者
の
中
か

２０

ら
、
無
作
為
抽
出
で
選
ば
れ
ま
す
。

Ｑ
　
裁
判
員
に
な
る
こ
と
を
辞
退

で
き
ま
す
か
。

Ａ
　
原
則
と
し
て
辞
退
で
き
ま
せ

ん
が
、　

歳
以
上
の
人
や
学
生
、

７０

や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
っ
て
裁

判
員
の
職
務
を
行
う
こ
と
が
困
難

で
あ
る
と
裁
判
所
か
ら
認
め
ら
れ

た
場
合
は
、
辞
退
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
仙
台
地
方
検
察
庁
で
は
、
学

校
・
各
種
団
体
な
ど
で
の
説
明
会

を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
仙
台
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

　
緯
０
２
２（
２
２
２
）
１
４
４
８

　
改
正
雇
用
保
険
法
が
　
月
１
日

１０

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
被
保
険
者
期
間

と
し
て
１
カ
月
に
　
日
以
上
勤
務

１１

し
た
月
が
、
原
則
　
カ
月
必
要
と

１２

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
育
児
休
業
給
付
の
給
付

率
の
引
き
上
げ
（
　
％
）、
教
育
訓

５０

練
給
付
の
受
給
要
件
の
緩
和
お
よ

び
給
付
率
の
引
き
下
げ
（
　
％
）、

２０

特
例
一
時
金
の
給
付
日
数
の
引
き

下
げ
（
　
日
分
）
な
ど
が
行
わ
れ

４０

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
▼
宮
城
労
働
局
職
業
安
定
課

　
緯
０
２
２（
２
９
９
）
８
０
６
１

　
▼
迫
公
共
職
業
安
定
所

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
８
６
０
９

２２

雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
す

自
衛
官
な
ど
募
集

纂
防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科

大
学
校
学
生
、
看
護
学
生

【
受
付
締
切
】
　
９
月
　
日
（
金
）

２８

【
試
験
日
な
ど
】
　
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い

纂
予
備
自
衛
官
補

【
身
分
】
　
非
常
勤
の
特
別
職
国
家

　
公
務
員

【
手
当
て
】
　
教
育
訓
練
招
集
手
当

　
＝
日
額
７
９
０
０
円
（
教
育
訓

　
練
参
加
日
数
分
支
給
）

【
採
用
年
齢
】
　
▼
一
般
公
募
＝
　１８

　
歳
以
上
　
歳
未
満
▼
技
能
公
募

３４

　
＝
　
歳
以
上
で
、
保
有
す
る
技

１８

　
能
に
応
じ
て
　
歳
か
ら
　
歳
未

５３

５５

　
満
（
該
当
す
る
免
許
資
格
な
ど

　
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
）。

【
受
付
締
切
】
　
　
月
　
日
（
月
）

１０

１５

【
試
験
日
な
ど
】
　
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部

　
登
米
地
域
事
務
所

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
２
４
４

３４

み
や
ぎ
身
近
な
景
観
百
選

「
夏
と
秋
の
景
観
」写
真
募
集

　
宮
城
県
に
は
、
四
季
折
々
の
豊

か
な
自
然
や
近
代
的
な
都
市
の
に

ぎ
わ
い
な
ど
の
ほ
か
、
日
常
生
活

の
中
に
あ
る
身
近
な
何
気
な
い
景

観
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
が
守
り
伝
え
て
い
き

た
い
身
近
な
景
観
を
眺
望
で
き
る

「
視
点
場
（
※
）」
か
ら
撮
影
し
た

写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　
※
視
点
場
＝
例
え
ば
「
秋
の
碓

碓
山
を
一
望
で
き
る
場
所
」
の
よ

う
な
、
そ
の
景
観
を
眺
望
で
き
る

場
所
を
指
し
ま
す
。

【
応
募
規
定
】
　
①
撮
影
場
所
＝
宮

　
城
県
内
②
作
品
規
定
＝
四
つ
切

　（
２
５
４
×
３
０
６
ミ
リ
）以
内

　
の
単
写
真
で
カ
ラ
ー
の
も
の
。

　
デ
ジ
カ
メ
写
真
可
。
③
一
人
２

　
点
ま
で
。
④
無
修
正
・
無
加
工

　
の
も
の
。
⑤
入
賞
作
品
の
版
権

　
は
、
宮
城
県
に
帰
属
し
ま
す
。

　
⑥
原
則
と
し
て
、
写
真
は
返
却

　
し
ま
せ
ん
。

【
応
募
方
法
】
　
応
募
用
紙
に
必
要

　
事
項
を
記
入
の
上
、
景
観
の
カ

　
ラ
ー
写
真
１
枚
を
添
え
て
持
参
、

　
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
応

　
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

　
は
県
庁
な
ど
で
配
布
し
て
い
る

　
ほ
か
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】
　

　
平
成
　
年
１
月
　
日
（
木
）

２０

３１

【
選
考
基
準
】
　
▼
み
や
ぎ
の
身
近

　
な
景
観
を
眺
望
で
き
る
場
所
か

　
ど
う
か
を
判
断
ポ
イ
ン
ト
と
し

　
ま
す
。
▼
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

　
よ
う
に
、
写
真
そ
の
も
の
（
出

　
来
栄
え
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
）

　
に
優
劣
を
つ
け
る
も
の
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
〒
9
8
0
儿
８
５
７
０

　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
３－

８－

１

　
宮
城
県
土
木
部
都
市
計
画
課

　「
み
や
ぎ
・
身
近
な
景
観
百
選
」

　
事
務
局

　
緯
０
２
２（
２
１
１
）
３
１
３
２

　
死
　

　【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】　h

ttp://w
w
w
.pref.

m
iy
ag
i.jp/tosik

ei/k
eik
an
.h
tm

to
sik
e
s@
p
re
f.m
iy
a
g
i.jp
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発
行
日
　
平
成
1
9
年
９
月
２
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
　
登
米
市

〒
9
8
7
-0
5
1
1
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

編
集
　
総
務
部
市
長
公
室
 広
報
広
聴
係
　
　
印
刷
　
川
内
印
刷
株
式
会
社

緯
０
２２０
-２２
-２０９０

　
　
 Ｅ
-
ｍ
ａｉｌ
：
koho@

city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

胃
０
２２０
-２２
-９
１６
４
         http://w

w
w
.city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp/

　
　
　
　
№
６
０
　
　
広
報
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
２
１
日
号

今
月
の
表

今
月
の
表
紙紙

　
第
３
回
登
米
市
絵
本
原
画
展

が
９
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
、

登
米
祝
祭
劇
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
県
図
書
館

所
蔵
の
絵
本
な
ど
約
２
０
０
冊

が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞

か
せ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
朝
晩
、
涼
し
く
な
っ
て
き
て
、

秋
を
感
じ
る
季
節
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
秋
の
夜
長
、
皆
さ
ん
は
何

を
し
て
過
ご
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
▼
今
回
、
絵
本
原
画
展
に
行

き
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
原
画
や

絵
本
に
見
入
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
を
見
掛
け
ま
し
た
。
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
絵
本
に
触
れ
、
夢
を
持
ち
、

想
像
力
の
豊
か
な
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
（
千
葉
）

編
集
室
か
ら

刈
草
（
ロ
ー
ル
状
）
を

無
償
で
提
供
し
ま
す

　
　
月
１
日
の
「
法
の
日
」
記
念

１０
行
事
と
し
て
、
司
法
書
士
無
料
法

律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
登
記
、
供
託
、
訟
務
な
ど
の
手

続
き
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
日
時
】
　
　
月
６
日
（
土
）

１０

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

【
場
所
】
　
迫
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
】

　
宮
城
県
司
法
書
士
会

　
登
米
支
部
長
　
柳
渕
勝
一

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
１
１
７
１

２２

　
北
上
川
の
堤
防
除
草
で
発
生
す

る
刈
草
（
ロ
ー
ル
状
）
を
無
償
で

提
供
し
ま
す
。

【
刈
取
作
業
予
定
】

　
９
月
上
旬
～
　
月
下
旬

１０

【
作
業
場
所
】

　
岩
手
県
境
～
柳
津
大
橋

【
申
込
方
法
】
　
電
話

【
注
意
事
項
】
　
積
み
込
み
、
運
搬

　
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。
家

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　
初
心
者
で
も
楽
し
く
作
陶
で
き

る
教
室
で
す
。
一
人
か
ら
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

【
日
時
】
　
　
月
　
日
（
日
）

１０

１４

　
午
後
１
時
～
３
時

【
場
所
】
　
迫
公
民
館

【
参
加
費
】
　
土
１
茜
、
焼
き
代
込

　
み
▼
大
人
…
①
ろ
く
ろ
コ
ー
ス

　
＝
２
５
０
０
円
②
手
び
ね
り

　
コ
ー
ス
＝
２
０
０
０
円
▼
小
学

　
生
以
下
…
ろ
く
ろ
・
手
び
ね
り

　
コ
ー
ス
＝
各
１
５
０
０
円

【
申
込
方
法
】
　
電
話

【
申
込
期
限
】
　
　
月
　
日
（
土
）

１０

１３

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
り
ば
あ
す
陶
房
（
鈴
木
）

　
緯
０
９
０
（
１
０
６
９
）
６
８

　
９
６

陶
芸
教
室
参
加
者
募
集
②

　
恒
例
の
佐
沼
大
通
り
商
店
街

「
七
福
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。

メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
豊
年
か
か
し

祭
り
で
展
示
す
る
「
か
か
し
」
を

募
集
し
ま
す
。


イ
ベ
ン
ト

【
日
時
】
　
　
月
　
日
（
日
）

１０

１４

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時
　
分

１０

３０

【
場
所
】
　
迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー
、

　
大
通
り
商
店
街

【
内
容
】
　
歌
と
踊
り
の
大
祭
典
、

　
昔
な
つ
か
し
出
店
（
綿
あ
め
、

　
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
）


か
か
し
の
募
集

【
出
品
規
定
】
　
▼
形
態
な
ど
＝
伝

　
統
か
か
し
、
広
告
Ｐ
Ｒ
か
か
し
、

　
学
校
か
か
し
な
ど
自
由
。
▼
大

　
き
さ
＝
縦
２
・
５
ｍ
×
横
２
ｍ

　
く
ら
い
ま
で
。
▼
出
品
点
数
＝

　
何
点
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

【
申
込
方
法
】
　
申
込
先
に
備
え
付

け
て
あ
る
展
示
作
品
出
品
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
お
申

　
お
茶
を
楽
し
む
器
（
コ
ー
ヒ
ー

カ
ッ
プ
、
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
な
ど
）

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
　
９
月
　
日
（
日
）、　
月

３０

１０

　
１
日
（
月
）
い
ず
れ
も
午
前
　１０

　
時
～
正
午

【
場
所
】
　
林
林
館
（
東
和
）
２
階

【
講
師
】
　
瑞
樹
窯
　
笠
政
彦
さ
ん

【
募
集
人
員
】
　
各
　
人
２０

【
参
加
費
】
　
２
０
０
０
円

【
申
込
方
法
】
　
電
話

【
申
込
期
限
】
　
開
催
日
前
日

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
▼
林
林
館

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
１
８
２
１

４５

　
▼
林
林
館
・
森
の
茶
屋

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
１
２
１
８

４５

陶
芸
教
室
参
加
者
募
集
①

　
畜
の
餌
と
し
て
使
用
し
、
家
畜

　
が
体
調
不
良
に
な
っ
て
も
責
任

　
は
負
い
か
ね
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
北
上
川
下
流
河
川
事
務
所

　
米
谷
出
張
所

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
５
４

４２

佐
沼
大
通
り
商
店
街

「
七
福
フ
ェ
ス
タ
」

▲昨年の豊年かかし祭

りの様子

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
搬
入
・
設
置
・
搬
出
】

　
▼
搬
入
・
設
置
日
＝
　
月
　
日

１０

１３

　（
土
）午
前
　
時
か
ら
午
後
４
時

１０

　
ま
で
の
間
に
、
迫
に
ぎ
わ
い
セ

　
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
後
、
指
定

　
し
た
場
所
へ
設
置
し
て
く
だ
さ

　
い
。
▼
搬
出
日
＝
　
月
　
日

１０

２１

　（
日
）午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で

　
の
間
に
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
・
表
彰
式
】

　
▼
審
査
＝
　
月
　
日
（
日
）
午

１０

１４

　
前
９
時
～
▼
表
彰
式
＝
　
月
　

１０

１４

　
日
（
日
）
午
後
１
時
～


か
か
し
の
展
示

【
期
間
】
　
　
月
　
日
（
日
）
～
　

１０

１４

２１

　
日
（
日
）

【
場
所
】
　
佐
沼
大
通
り
商
店
街
通

　
り（
津
島
神
社
～
羽
黒
神
社
前
）


～

共
通

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
▼
佐
沼
大
通
り
商
店
街
事
務
局

　（
迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
０
０
２
０

２２

　
▼
鈴
屋
㈱

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
３
２
７
７

２２

　
▼
登
米
中
央
商
工
会

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
３
６
８
１

２２


